
討議テーマ ＜ 市民の権利と責務 ＞ 第７回検討委員会    平成２３年１０月１７日（月） 

意 見 等  
※テーマに関する意見、現状、課題および要望などを記入してください。 

 
 
（権利） 
・市政やまちづくりに参画する権利と参画しない権利 
・国籍、性別、年齢等にかかわらず、まちづくりに参加する権利 →まちづくりの主体であることを認識

・参加、不参加によって差別的な扱いを受けない権利（不当な差別を受けない） 
・市政情報を得る（知る）権利 （市は役立つ情報の提供）           →市政情報の共有 
・行政サービスを受ける権利 
・まちづくりによって快適な環境で暮らす権利 
・市民の行動の自主性や自立性が尊重される権利 
 
（責務・役割） 
・市政に関心を持つ 
・積極的にまちづくりに参加する努力をする責務 
・市民は行政の事業に協力する・市政に積極的に参加する 
・ボランティア活動に積極的に参加する         →まちづくりの主体として行動・努力する 
・弱者、環境にやさしくあるべき 
・まちづくりの主体としての多様性を認める責務・多様な価値観を認め合う責務 
・すべての人権を守る責務 
・自らの発言、決定及び行動に責任を持つ 
・良好な環境等を次の世代に引き継ぐ責務 

 
・「市民」の定義として広く市民を捕らえる 

・在住、在勤、在学、活動団体、事業者も含み、できるだけ広く捉える。（住民投票の場合には注意が必要） 

・事業者についての規定は、別立てとしたほうがよい 

 

（権利） 

・市政、まちづくりに参画する権利と参加しない権利 

・国籍、性別、年齢等にかかわらず、平等にまちづくりに参加する権利 

・参加、不参加によって差別的な扱いを受けない 

・まちづくり、市政情報を得る（知る）権利 

・行政サービスを受ける権利 

・不当な差別を受けない権利 

・自主性と自立性の保障が重要 

 

（役割） 

・市民は行政の事業に協力する 

・市政に積極的に参加する 

・ボランティア活動に積極的に参加する 

・市政に関心を持つ 

・まちづくりにより快適な環境を目指す 

 

 

（責務） 

・義務ではなく、責務 

・努力規定とする 

・すべての人権を守る 

・弱者、環境にやさしくあるべき 

・自らの発言、決定及び行動に責任を持つ 

・良好な環境等を次の世代に引き継ぐ責任 

・多様性を認める、多様な価値観を認め合う 

・積極的にまちづくりに参加する（努力規定） 

 

（その他） 

・地域社会の一員であるという自覚が必要 

・タウンミーティングの開催が協働へつながる 

・出前講座のＰＲ、情報発信の重要性 

 

・「市民サービスに伴う負担・分任」は必要ない ⇔ ・「市民サービスに伴う負担・分任」は必要である 

 

 

 

（権利） 

・市民は、国籍、性別、年齢等にかかわらず、平等にまちづくりに参画する権利及び参画しない権利を有する。 

・市民は、参加、不参加にかかわらず、差別的な扱いを受けない。 

・市民は、市政情報等を知る権利を有する。 

・市民は、良好な環境で暮らす権利を有する。 

・市民は、自主性・自立性が尊重される権利を有する。 

・市民は、行政サービスを受ける権利を有する。 

（責務） 

・市民は、まちづくりの主体としての多様性を認め、すべての人権を守るとともに弱者や環境に配慮する責務を負

う。 

・市民は、まちづくりの主体であることを認識し、積極的にまちづくりに参加するよう努める。 

・市民は、まちづくりを通じて、良好な環境等を次の世代へ引き継ぐ責務を負う。 

・市民は、まちづくりへ参画するにあたっては、自らの発言、決定及び行動に責任を負う。 

・市民は、行政サービスに伴う負担を分任しなければならない？（検討事項） 

 

実現するためには

ま と め 


